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　　　　　韓国国立中央図書館
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1.延世大学校中央図書館

大学の概要

アメリカ人の宣教師によって1885年に設立された、韓国でも最も古い伝統を誇る私立

の総合大学。 15のgraduate schoolと、 17のcollegeがあり、約43，000人の学生が学ん

でいる。

図書館の概要

正門から入札ゆるやかな坂を少し登ると左手にハングルの塔と図書館が見えてくる。

大学のメイン道路に面した利用しやすい位置にある。

資料構成は次の通りである。

TYPE ORIENTAL 

Books 982.649 

Serials 9.010 

Online DB 35 

Electronic Journal 2.8卯

CD-ROM DB 11 

図書館サービス

WESTERN 

377.196 

4.021 

133 

5.839 

25 

TOTAL 

1.359.845 

13.031 

168 

8.729 

36 

← ハングルの塔

と図書館

学期中は、一日平均18，000人の入館者があるそうで、かなり雑然とした雰囲気がただ

よっていた。座席数4，251、よく利用されているという印象である。現在の図書館は手

狭になったため、裏手に新しい図書館を建設中という事であった。ライブラリアンは37

名で、補助的な仕事はアルバイトでまかなっているという事だ。
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←入館ゲート

エレクトロニ ック・インフォメーションルームで、は、自由にノfソコンをf吏い OPAC

やデータベース、インターネットを利用できる。非常に人気のコーナーのようで、順番

待ちの人のためにソファが用意されていた。利用時間に一人一時間の制限があり、 全体

の利用状況がわかるパソコンには、各パソコンの利用時間が表示されるが、時間を超過

すると赤い表示になる。利用者が利用開始時に、使用するパソコンのアイコンをクリ ッ

クし、終わるとまたクリックするシステムのようだ。

38 

← 時間オーバーし

ているパソコンがわ

かる



Digital Library 

非常にわかりやすいホームページが韓国語と英語で用意されており、 YOURS(YOnsei 

University Retrieval System)は、 OPACにSDI、DocumentDelivery Serviceも一体

化されている非常に素晴らしいシステムのようだ。これに加えて、この 4月から Digital

Libraryという新サービスも開始するという事である。書誌情報、イメージ、フルテキ

スト、 VOD等をワンサーチで提供するシステムも用意されるようである。

全体的な感想

かなり早めに着いてしまったが、暖かく迎えていただいた。 PCプロジェクターを

使つての英語の説明があり、その後貴重資料室をはじめとする館内を案内していただい

た。新館を建設中ということで、あまりお見せするところはないと謙遜されたが、堂々

たる造りの図書館で、新館はさぞや立派なものになるだろうと思われた。利用者が大変

多いようで、その中でもパソコンコーナーやマルチメディア資料室は充実しており、利

用も多いようであった。閲覧室や書庫を見せていただく時間がなかったのが残念であ

る。静かな中にも活気がある、そんな印象であった。図書館職員向けの研修や、学生や

留学生を対象としたガイダンスも行っているそうだし、電子図書館システムにも力を入

れているようで、 4月からますます充実した内容になるという機能にも注目していきた

いと，思った。

2.西江大学校中央図書館

大学の概要

1960年にカトリック系の大学として設立された私立の総合大学。 6つの collegeから

なり学生数は約10.000人。

図書館の概要

LOYOLA Libraryという名称は、イグナチウス・ロヨラに由来しており、キリスト

教関係の蔵書は、韓国でも有数とのことである。

分野別に分かれた三つの建物から構成されており、第一館が宗教・哲学・総記、第二

館が理工・人文学、第三館が社会科学の主題別の図書館になっている。各々は廊下で結

ばれているが、傾斜地を利用していることもあり、 5階と 2階が連結していたりと、

ちょっと迷路のようであった。だんだん手狭になったために増築し、今のような構成に

なったそうである。
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図書館サービス

第一館に貸出返却のカウンターがあるが、その他にも各館に、その分野のレファレン

スデスクがあり、レファレンスライブラリアンがいる。ライブラリアンは18人で、あと

は学生のアルバイトが本の返却など補助的な仕事をしている。

←閲覧カウンター

自動貸出装置が全館で2台あったが、実際に使っているところはみかけなかった。 ID

カードとパスワードが必要とのことで、あった。院生が論文を書くための専用ブースが用

意されており、登録制、期間限定で貸すそうである。デスクにパソコンも用意されてお

り、自分の部屋といった感じであった。館内にはパソコンがあわせて約200台あるとい

うことで、よく利用されていた。衛星放送が受信できるコーナーもあり、 NHKのBS

放送も受信できるそうである。
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「:選立1
← 自動貸出装置

-E盟盟ヨ

←院生専用のブース

全体的な感想

急な坂をかなり登った奥まった場所にあり、到着するまで何度か学生に場所を尋ね

た。ここまで来る学生は勉強熱心に違いないと思わせられたが、やはり館内は落ち着い

た雰囲気であった。三つの主題別の図書館がつながってあるというのは、なかなか面白

いと，思ったが、慣れるまでは使いづらそうな気もした。分野ごとのカウンターがあり、

専門のライブラリアンがいるというのは利用者にとっては心強いであろう 。

学内でたまたま手にとった“TheSogang Herald"という学生編集の英字雑誌に、 Q

&A形式のコーナーがあり、延滞した図書の罰金は何に使われているか?というのが
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あった。「この間5.000ウォンも払わないといけなかった。他の大学に比べても高すぎ

る。一体何に使われているの?J I図書の購入等に使われています。JI総額どれくらい

になり、何に使われているか知る権利があると思う」といった内容でおもしろかった。

一日延滞すると100ウォンの罰金だそうである。

← 館内の案内板

3.国立中央図書館

1945年に創立し、 1988年に現在の場所に移転。約390万冊の蔵書がある。総職員数は

216名で、そのうち司書が117名。韓国には、この国立中央図書館とは別に国会図書館も

ある。
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図書館サービス

誰でも自由に利用することができる。 1995年以降の図書は開架されている。それ以前

の図書は地下書庫に閉架されているので、カウンターで申し込みをして利用する。

古典運営室では、族譜という韓国の一族の系図を記録したものが収集されていて、利

用者も多いようだ、った。

電子図書室では、 CD. LD，ビデオテープ等さまざまなマルチメディア資料約17万点

があり、利用者も多かった。利用は一日二時間という事で、映画を見ている人も多かっ

た。 PCはダウンロード PC、インターネット PCというように用途別にコーナーを分け

てあった。一日の利用可能人数は300名。

情報化事業

←電子図書室の入

口

1982年に電算室が設置され、システムが導入されて以来、中央図書館の蔵書は入力が

終わっているそうで、現在は、貴重資料などを中心に全文データベース化も行われてお

り、約 8万冊が全文データベース化されているそうである。これらは、 OPACを通じ

て閲覧することができる。国立中央図書館と公共図書館を含めた OPACも構築されて

おり、全国の公共図書館の所蔵も知ることができる。

図書館職員の教育

館内外の図書館職員を対象に、さまざまなプログラムが用意されており、毎年1，400 

名近くが受講している。電算化についてはもちろんであるが、分類法や、学校図書館や

小規模図書館を対象にしたプログラムや、図書館での文化的イベントに関するプログラ

ムもあるそうで興味深い。
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4.全体的な感想

まずロッカーに荷物を預けて入館ゲートを通る。前述した大学図書館とは、規模も雰

囲気も違う。たくさんの資料室があるが、すべてを見せてもらうことは困難なので古典

運営室、電子図書室、情報奉仕室などを見せていただき、電子化事業についてのお話を

伺った。北朝鮮関係の資料を集めたコーナーがあり、日本語の本も並んでいた。網羅的

に集めているそうである。韓国では国家事業として、 OPACの整備や資料の電子化に

力を入れているように感じられた。電子図書室の華々しい看板にはちょっとぴ、っくりし

たが、座席はほぼ埋め尽くされており、この 7月には倍のスペースとなり PCの数も倍

増するということであった。公共図書館をも結んだ OPACには感動したし、全文デー

タベース化も急速なスピードで進んでいるようである。これから出版される図書につい

ては、著作権料を支払ってもらい家庭の PCから閲覧可能にすることも計画中だそうで

ある。急速なスピードで電子化されているのを感じた。遡及入力も終わっているとのこ

とであったが、カードボックスがずらりと並んでいるコーナーがあり、結構利用されて

いたのは、まだまだカードがいい利用者も多いということだろうか。売庖やレストラン

もあり、クラシックコンサートなども催されるということで、市民のためのスペースと

いう感じがした。

おわりに

今回このような機会を与えていただき、初めて海外の図書館を実際に見ることができ

た。急速な勢いで電子化が進んでいる現在ではあるが、なかでも韓国は、国家的事業と

してかなりの力を入れているのを肌で感じることができた。また、どの図書館の職員も

英語に堪能で、日本語がわかられる方も多かった。情報化、国際化、二つの課題を再認

識して来た旅でもあった。
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